
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 25 年 5 月 15 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
システムを維持・再生産させる心理メカニズムについて，実証研究をおこなった．結果として，

官僚や男性サブカテゴリーや偏差値に基づく大学生の相補的ステレオタイプの適用や，それに

基づく偏見が，システム再生産に寄与することが見いだされた．さらに，システム肯定化や自

己肯定化や博愛プライムや再カテゴリー化が，システムの再生産に寄与する心理メカニズムの

活性を抑えることが見いだされた．社会変革の促進の観点からこれらの結果について考察した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted empirical research in psychological mechanisms that would sustain and 
reproduce social system. We found that application of complementary stereotypes of elite 
bureaucrats, subcategories of male, and undergraduates who have high- or low-social 
status and prejudice toward them contribute to system-reproduction. We also found that 
system-affirmation, self-affirmation, philanthropism-priming, and recategorization 
reduce activation of these psychological mechanisms. We discussed these findings in terms 
of acceleration of social change. 
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１．研究開始当初の背景 
現代において社会変革の必要性が唱えら

れることは多い．その一方で，現状の変革に
は困難さが伴う．変革を行うことに対して，
現状から多くの経済的利益を得ている人々
が抵抗し，その変革を阻むことはよく指摘さ
れることである．しかし，社会的に低地位に

いて，一見すると不利益を受けているように
見える人にも現状のシステムの変革に反対
するといった行動が強く見られる．この傾向
は，経済的利益の観点からでは説明できず，
心理的要因が寄与していることが考えられ
る． 
研究代表者は，これまで，特定の状況にお
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いてジェンダー・ステレオタイプの適用や性
役割的偏見が強まり，結果として伝統的ジェ
ンダー・システムの再生産に寄与してしまう
ことを，明らかにしてきた．その中で，ジェ
ンダーとは一見無関係に見える状況でも，ス
テレオタイプの適用や性役割的偏見の増大
が生じることも見いだしてきた．死すべき運
命という脅威が顕現化した状況や日本のシ
ステムに脅威となる国が顕現化するだけで，
伝統的ジェンダー・ステレオタイプの自己/
他者への適用や性役割的偏見が強まること
がある．このようなジェンダーに関わらない
脅威が，なぜジェンダー・システムを再生産
させるようなステレオタイプや偏見を生み
出すのであろうか．近年，システムの再生産
に寄与する心理メカニズムの解明に関して
理論的/実証的な検討がなされるようになっ
てきている．重要な理論としては，存在脅威
管理理論やシステム正当化理論や不確実性
管理理論が挙げられる．それぞれの理論は独
自の主張をしているが，共通した部分は，人
には心理的/物質的に依存しているシステム
（文化的世界観や現状のシステム）を維持し
ようとする動機があり，このようなシステム
に脅威が与えられると，システム維持動機が
高まり，その防衛手段としてシステムの再生
産を促すような行動が取られやすくなると
いう指摘である．防衛的手段の 1 つとして，
システムの中の役割によって規定されたス
テレオタイプとそれと関連した偏見が用い
られることが実証研究で示されている． 

システムの再生産に関わる心理メカニズ
ムとして，心理的/物質的に依存しているシス
テムの維持動機という仮説構成概念を設け
て研究することのメリットは，一見すると無
関係な脅威とシステム防衛行動の関係（例え
ば，軍事的脅威となる外国の顕現化と性役割
的偏見）を明らかにできる点にある．しかし，
それだけにとどまらず，必要な社会変革を促
進するような状況を作り出すための示唆が
得られる点にもある．なぜなら，一見無関係
な脅威とシステム防衛行動が結びつくとす
るならば，一見無関係にみえるシステム肯定
化が，社会変革を阻害する不必要なシステム
防衛行動を低下させる可能性が想定できる
ためである．この点についての実証研究は少
ない．そこで，この点についても実証研究を
おこない，社会的変革に向けた有効な方略を
探る研究を目指した． 

 
２．研究の目的 
社会変革に対しては多くの抵抗が伴う．変

革に対する抵抗の 1 つの要因として，現状の
システムへの固執を生み出す心理メカニズ
ムがあると考えられ，本研究では，この心理
的メカニズムの解明を行う．想定する心理メ
カニズムとして，心理的/物質的に依存してい

るシステムを維持しようとする動機と，他者
や自己に対するステレオタイプの適用や社
会的弱者に対する非難といった手段を取り
上げ検討する．これまでのジェンダー・シス
テムの再生産の知見を活かして，ジェンダ
ー・システムの再生産で見いだされた，この
動機と諸手段が他のシステム再生産にも適
用できるかを検討することが第 1 の目的とな
る（研究成果(1)）． 
さらに，このようなシステム再生産に寄与

する心理メカニズムを止揚する手段を解明
するための研究をおこなう．具体的にはシス
テム肯定化や博愛プライムや再カテゴリー
化といった手法を用いて，システムによって
規定されるステレオタイプの適用やそれに
伴う偏見がどのように変化するかを検討す
る．このことにより，必要なシステム変革を
促進するための条件について明らかにする
ことが，本研究の第 2 の目的となる（研究成
果(2)）．さらに，実証研究と理論的検討から，
社会変革を阻む心理学的メカニズムの解明
と，必要な社会変革を促進するための手がか
りを得ることが最終的な目標となる． 
 
３．研究の方法 
文献研究を踏まえて，主に実験を用いて実

証的な検討をおこなった．具体的手続きは，
研究成果とあわせて記述する． 
 
４．研究成果 
(1)ステレオタイプ/偏見のシステム維持機能 
(1)-① 官僚ステレオタイプ 

(1)-①では日本において高い地位を占め，
「有能だが冷たい」というステレオタイプが
持たれている高級官僚ステレオタイプがシ
ステム維持機能を果たしているかを検討し
た．(1)-①-1 では，独立変数として，日本の
脅威と考えられている北朝鮮（vs. EU）につ
いて考えるかを操作し，従属変数としては官
僚のイメージを温かさ次元と有能さ次元で
評価させた．結果として，新聞を相対的に読
んでいる参加者，および，女性参加者におい
て，北朝鮮について考えると，キャリア官僚
の有能だが冷たいという相補的で両面価値
的なステレオタイプの適用が強まることが
見いだされた．この結果は，システムに依存
し軍事的な脅威に対して敏感な参加者にお
いて，軍事的脅威が顕現化すると，国家シス
テムを担う地位の高い集団に対してステレ
オタイプを適用しやすくなることを示唆し
ている．  
 (1)-①-2 では，高級官僚への批判の形態が
現状のシステムの正当性認知に及ぼす効果
を検討した．「官僚は冷たく庶民の気持ちが
わからない」という官僚ステレオタイプに一
致した批判と「現在の官僚は無能」というス
テレオタイプに不一致な批判とで，どちらが



 

 

有効かを検討した．結果として，従属変数と
して測定したシステム正当化認知において
も正当的世界観でも，官僚は無能だというス
テレオタイプに不一致な批判を受けると，批
判をされなかった場合や官僚は冷たいとい
うステレオタイプに一致した批判を受けた
場合に比べ，批判とは反対に日本の現状は良
いという認知が高まるという結果が得られ
た．この結果は，現在の政治システムを担う
人物が，ステレオタイプと不一致で，担う価
値がないと批判することは，システムの正当
性認知の低下ではなく，システム正当化動機
へと結びつき，結果として，現状を肯定的に
捉えるようになり批判が批判として機能し
なくなることを示唆している． 
(1)-②偏差値に基づく大学生ステレオタイプ 
 (1)-②-1 では，システムへの脅威が顕現化
したときの，偏差値に基づいた大学成員の相
補的で両面価値的なステレオタイプの適用
について検討をおこなった．実験 1 では相対
的に低い地位の大学の男女大学生を参加者
とし，中国という脅威的外集団の顕現化を操
作して，相対的に地位の高い外集団大学生と
相対的に地位の低い内集団大学生のイメー
ジを，温かさ次元と有能さ次元で評定させた．
結果として，女性参加者においてのみ，相対
的に地位の高い外集団大学成員の「有能だが
冷たい」という相補的で両面価値的なステレ
オタイプの適用が強まることが見いだされ
た．実験 2 では相対的に地位の高い大学の男
女大学生を参加者にして，同様の実験を行っ
た．結果として，内集団の高地位大学生の評
定においても，外集団の低地位大学生の評定
においても，脅威が顕現化すると，相補的で
両面価値的なステレオタイプの適用が強化
されることが見いだされた．これらの結果は，
偏差値に基づく大学生ステレオタイプ，特に
有名大学のステレオタイプが，システム正当
化機能を日本において果たしていることを
示唆している． 
 (1)-②-2 では，死すべき運命が顕現化した
ときの，偏差値に基づいた大学成員の相補的
で両面価値的なステレオタイプの適用につ
いて検討をおこなった．死すべき運命が顕現
化したときに文化的世界観が強まることが
知られているが，システム脅威と同様の結果
が得られるとすれば，相補的で両面価値的な
ステレオタイプに伴った階層的システムが
文化的世界観として機能していることにな
る．実験 1 では，相対的に地位の高い A 大学
の男女大学生を参加者にして，実験 2 では相
対的に地位の低い B 大学の男女大学生を参
加者にして，実験 3 では中地位の C 大学の男
女大学生を参加者にして，死すべき運命の顕
現化の有無を操作した上で，相対的高地位 A
大学の学生と相対的低地位 B 大学の学生の
イメージについて，温かさと有能さの次元で

評定をさせた．結果として，システム脅威の
効果とは異なり，高地位 A 大学の参加者でも
（実験 1），低地位 B 大学の参加者でも（実
験 2），高地位大学生の「有能だが冷たい」と
いう，また，低地位大学生の「能力は低いが
温かい」という相補的で両面価値的なステレ
オタイプの適用が，死すべき運命が顕現化す
ると弱まることが見いだされた．有能さと温
かさの評価の関係を調べたところ，全ての実
験において，統制条件に比べて死すべき運命
の顕現化条件では，2 つの次元の評価が正の
相関を持つようになる方向に変化すること
が見られた．この結果は，死すべき運命が顕
現化すると，社会的地位に基づいた両面価値
的な評定ではなく一面価値的な評定になる
こと，つまり，単純な好悪（偏見）に基づい
て両次元とも同じような評定をするように
なることを示唆している．  
(1)-③ 男性サブカテゴリー・ステレオタイプ 

(1)-③-1 では，専業主夫に対するイメージ
を，作動性および共同性といった観点から探
索的に調査した．専業主夫は主婦に比べて作
動性が低く評定された．伝統主義的性役割観
者は，主夫は主婦よりも望ましくないと評定
したが，平等主義的性役割観者ではそういっ
た差はなかった．また，本研究では，参加者
が将来専業主夫／主婦になりたい程度を尋
ねたところ，性役割観および母親の就業形態
がかかわっていることが明らかとなった． 

(1)-③-2 では，死すべき運命の顕現化が，
専業主婦または専業主夫を選択した男性に
対する評価に及ぼす効果を検討した．死すべ
き運命の顕現化の有無を操作した後，妻に専
業主婦になってもらうことを希望し実現し
た男性と専業主夫になることを希望し実現
した男性への印象を評定させた．結果として，
女性参加者においては，一般的好意と異性愛
の対象としての好意の両方で，伝統的性役割
観を持つ女性では，死すべき運命が顕現化す
ると統制条件に比べて，伝統的な専業主婦型
夫に対して好意が高くなるが，非伝統的な専
業主夫型夫に対する好意が低くなった．一方，
平等主義的性役割観を持つ女性では，死すべ
き運命が顕現化すると統制条件に比べて，伝
統的な専業主婦型夫に対して好意が低くな
るが，非伝統的な専業主夫型夫に対する好意
が高くなった．この結果は，先行研究におけ
る，死すべき運命の顕現化が女性参加者の女
性のサブカテゴリーに対する評価に対して
与える影響と同じパターンであった． 

(1)-③-3 では，一時的な自己表象の顕現化
を操作して，女性からの男性サブカテゴリー
への潜在態度と顕在態度を検討した．実験の
結果，潜在態度においては，家庭的な自己表
象を活性化された参加者は，キャリア的な自
己表象を活性化された参加者よりも，専業主
夫に対してポジティブな態度となっていた．



 

 

このことから，男性サブカテゴリーについて
も，女性サブカテゴリーと同様に，活性化し
た自己表象に一致したカテゴリーに好意を
示すことが明らかになった．顕在態度におい
ては，個人的好意と一般的好意予測で異なっ
ており，個人的好意では男性サブカテゴリー
対象への態度に差は見られなかったが，一般
的好意では，家庭的女性の自己が活性化して
いる場合に特にキャリア男性が好まれるだ
ろうと参加者は予測していた． 
 (1)-③-4 では，死すべき運命の顕現化（実
験 1）とシステム脅威（実験 2）が，社会的
に成功した男性（企業のエリート・サラリー
マン）と社会的に失敗した男性（リストラに
あって専業主夫）の評価に及ぼす効果を検討
した．死すべき運命が顕現化すると，社会的
に成功した男性に対する好意が高まり，社会
的に失敗した男性の好意が低下した．また，
死すべき運命が顕現化すると，社会的に成功
している男性はより女性的であると，社会的
に失敗している男性はより男性的であると
評定され，ステレオタイプの適用が弱まる結
果が得られた．一方，システム脅威の顕現化
では，好意には影響は見られなかったが，社
会的に成功している男性はより男性的に，社
会的に失敗している男性はより女性的に評
定された．つまり，ステレオタイプの適用に
関して，死すべき運命の顕現化とシステム脅
威では逆の結果が得られた．この結果は，(1)-
②-1 と(1)-②-2 で報告した結果と対応するも
のである．これまでシステム脅威と死すべき
運命の顕現化による脅威は，類似した効果を
生み出すと考えられてきたが，システム脅威
は社会的地位に基づいたステレオタイプの
適用の強化を促進するのに対して，死すべき
運命の顕現化は世界観に基づいた偏見を強
化するという異なる効果を生み出すことが
示された． 
 (1)-③-5 では，異性愛が顕現化すると女性
から男性に対する評価がジェンダー・ステレ
オタイプを強化する方向で影響を受けるの
かについて，親密な関係を対象として女性の
自己概念の変化との関連から検討した．プラ
イムを用いた質問紙実験の結果，異性愛が顕
現化しても女性の自己概念に変化はみられ
なかったが，親密な異性の男性的特性に関し
てステレオタイプ的な評価を強める傾向が
みられた．また，通常時には自己を参照点と
して相手の性格特性を評価しているが，異性
愛顕現時には自己評価とは関係なく相手の
男性的特性を高く評価するようになること
が示された．この結果は，少なくとも親密な
関係においては，男女の相補的で相互依存的
な関係が顕現化した状況では，女性が男性を
ジェンダー・システムに合致する方向で評価
するようになることを示唆するものである． 
(1)-④ 東日本大震災の影響 

(1)-④では，日本のシステムへの脅威とな
った東日本大震災の前後での偏見の変化に
ついてデータの再分析により検討した． 

(1)-④-1 では，東日本大震災によって人々
の持つ愛国心やステレオタイプが影響を受
けている可能性について検討した．愛国心は
震災前（2006 年時点）に比べ，震災後のほ
うが高くなっていた．また，日本人の人柄の
良さも，震災前よりも震災後において高く評
定されていた．こうした結果は，震災による
システム脅威の高まりが，内集団である日本
人に対する愛着やポジティブな評価を強め
たことを示唆している．また，中国人に対し
ては「有能だが冷たい」といった相補的ステ
レオタイプが持たれていたが，こうしたステ
レオタイプは震災前（2008 年時点）よりも
震災後において強くなっていた．この結果は，
震災による現状のシステムに対する脅威の
高まりが，外集団の相補的ステレオタイプを
強めたことを示唆している． 
 (1)-④-2 では，東日本大震災によって性役
割観が影響を受けている可能性について検
討した．3 大学の同じ授業の 4 月時点での平
等主義的性役割観尺度と慈愛的セクシズム
尺度と敵意的セクシズム尺度の得点を，2008
年から 2011 年までの 4 年間の変化について
検討したところ，震災後の 2011 年 4 月にお
いて，慈愛的セクシズムが 3 大学とも低下す
ることが見いだされた．この結果は，東日本
大震災がシステム脅威と受け取られ，伝統的
性役割観を高めることによってシステムを
防衛するといった過程ではなく，戦時や緊急
時においては性役割がより平等的になると
いう過程が働いたことを示唆する． 
(1)-⑤ 健康への脅威と防衛的偏見 

(1)-⑤-1 では，感染症が顕現化すると，外
国人一般に対する態度が影響を受けるかに
ついて検討した．実験では，海外の感染症に
関する情報（感染症条件）または海外渡航に
関する一般的注意事項（統制条件）を呈示し
た後，外国人に対する接近・回避傾向を測定
した．結果として，感染症条件では統制条件
に比べて，外国人に対する回避傾向が強くな
っていた．この結果は，感染症に関する情報
によって存在論的脅威が高まり，外集団であ
る外国人を避けようとする傾向が強まるこ
とを示唆している． 
 (1)-⑤-2 では，感染症が顕現化すると，高
齢者に対する偏見が強まるかについて検討
した．実験 1 では，大学生を対象に，感染症
の顕現性を操作した後に，高齢者に対する顕
在的偏見を測定した．高齢者と同居経験のな
い大学生において，感染症の顕現性は，高齢
者への顕在的偏見を強めていたが，同居経験
のある大学生においてはそうした効果はみ
られなかった．実験 2 では，看護学生を対象
として，感染症への顕現性を操作した後に，



 

 

高齢者に対する潜在的偏見を測定した．その
結果，看護師のアイデンティティの弱い参加
者においては，感染症の顕現性は，高齢者へ
の潜在的偏見を強めたが，アイデンティティ
の強い参加者においてはそうした効果は見
られなかった．これらの結果は，高齢者に対
する親密性をもつことが，感染症が顕現的と
なった状況における，高齢者への偏見を止揚
する手立てとなることを示唆している． 
(2) システム再生産に寄与するステレオタイ

プ化と偏見の低減に向けて 
(2)-① システム脅威による偏見増大の止揚 

(2)-①-1 では，存在脅威管理理論に基づく
多くの研究で示されてきた，死すべき運命の
顕現化によって生じる内集団びいきが，博愛
概念の活性化によって止揚されるかを検討
した．死すべき運命の顕現化に加え，博愛概
念か日本文化をプライムし，その後，外国人
留学生と日本人大学生のイメージを評定さ
せた．結果として，日本文化をプライムした
時には，死すべき運命が顕現化すると日本人
大学生に比べた留学生への相対的評価が低
下するが，博愛概念をプライムすると，死す
べき運命が顕現化しても相対的評価は低下
せず，有意ではないもののむしろ上昇してい
た．外集団に対する内集団との相対的評価に
おいて，死すべき運命の顕現化によるネガテ
ィブな効果が博愛概念のプライムによって
止揚されることが明らかとなった． 
 (2)-①-2 では偏差値に基づく大学生ステレ
オタイプの適用の強化が，システム肯定化，
および，自己肯定化によって止揚されるかを
検討した．日本人男女大学生を参加者にして，
システム脅威の有無を操作した．さらに，肯
定化操作によって，統制条件とシステム肯定
化条件と自己肯定化条件を設けた．その後，
偏差値の高い外集団大学生と偏差値の低い
外集団大学生と偏差値が同程度の外集団大
学生と，自分が所属する内集団大学生のイメ
ージに関して，温かさと有能さの次元で評定
させた．女性参加者においては，システム脅
威があると，地位に基づいた相補的ステレオ
タイプを適用する傾向が増大していたが，そ
れに加え，脅威の操作とは独立に，システム
肯定化条件や自己肯定化条件は，統制条件に
比べて相補的ステレオタイプの適用が低下
していた． 同地位内集団大学生と外集団大
学生の評定に関しては，男性参加者において
のみ，システム肯定化をすると，外集団成員
への相対的評価が高まることが示された．こ
れらの結果は，システム肯定化や自己肯定化
の操作が，地位に基づいた相補的で両面価値
的なステレオタイプの適用を低下させるこ
と，また，システム肯定化が偏見を抑制する
ことを示唆するものである． 
(2)-② ジェンダー・システムの再生産の止揚 

(2)-②-1 では，「（男と比べて）女は弱い」

というジェンダー・ステレオタイプに一致す
る，もしくは一致しない人物の想起が，強さ
に関する潜在的なジェンダー・ステレオタイ
プに及ぼす影響について検討した．「女は弱
い」というジェンダー・ステレオタイプに一
致する人物，もしくは一致しない人物のいず
れかを想起させる際に，ステレオタイプに関
連づけて想起させる条件と，関連づけずに想
起させる条件を設けた．結果として，男性参
加者では，ステレオタイプ一致人物想起条件
においては，ステレオタイプに関連づけて想
起した場合よりも関連づけずに想起した場
合に，潜在的ステレオタイプが弱くなってい
た．ステレオタイプ不一致人物想起条件にお
いては逆に，ステレオタイプに関連づけずに
想起した場合よりも関連づけて想起した場
合に，潜在的ステレオタイプが弱くなってい
た．一方で，こうした効果は女性参加者では
見られなかった．この結果は，ジェンダー・
ステレオタイプを潜在的に強く持つ男性参
加者においてステレオタイプを低減させる
には，ステレオタイプに一致しない人物をス
テレオタイプと関連づけて想起させること
が有効であることを示唆するものである． 

(2)-②-2 では，ジェンダーを表象する色の
身体化が，ジェンダーに関する自己認知と性
役割的偏見に及ぼす影響を検討した．男性参
加者に青またはピンクの白衣を着用させた
状態で従属変数を測定した．自尊心の低い参
加者においてのみ，青い白衣を着たときより
もピンクの白衣を着たときのほうが自己を
勢力と結びつける潜在的自己ステレオタイ
プ化が弱まった．また，ピンクの白衣を着た
ときのほうが，慈愛的セクシズムが弱まり，
平等主義的性役割観が強まることが示され
た． 
 (2)-②-3 では，ジェンダー・カテゴリーを
操作して，男性の女性に対する，顕在的偏見
やステレオタイプ（実験 1）と潜在的偏見や
ステレオタイプ（実験 2）の変容に及ぼす効
果を検討した．男女の弁別性を高めた後で，
男女を共通カテゴリーに含める操作をする
と，顕在測度においては男性の女性に対する
好意が高まることが示された（実験 1）．潜在
測度においてはジェンダー・ステレオタイプ
の適用が強化されることが見いだされた（実
験 2）．これらの結果は，男女の違いと共通性
を認識することが，一方では顕在的な偏見の
低減という望ましい効果を生み出すが，他方
では，潜在的なステレオタイプの強化を生み
出す可能性を示している． 
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